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　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　中国地方の脊梁山脈の北側（山陰地域）には，中生代後期から古第三紀にかけて避入した

酸性深成岩類が広く分布している（村上，1974）。このために，山陰地域の基盤岩類を構成

する古生層ならぴに三郡変成岩類の分布は，限られた地域にしかみられない。山陰地域の三

郡変成岩類に関しては，岡村などによる研究が発表されており（岡村他，1975a岡村，岡屋，

1975b，岡村，岡屋1975c），申国地方の三郡変成岩類の総括的な検討は，橋本（1972）およ

ぴ濡木（1969）によりなされた。これらの研究者によって，山陰地域の三郡変成岩からは，

green　sch1st　fac1esに属する片岩類とともに，その形成時の高圧⑧低温条件を裏づける

虹wsonite，Pu醐pe皿yite，91aucophaneなどの鉱物を含む9reen　sch1stがみいだされている。

しかし山陰地域の三郡変成岩類の変成分帯はまだ確立されていない。この地域の片岩類は，

上記の酸性深成岩類によって接触変成作用をうけてhomfe1s化したものが少なくない。こ

のことは，山陰地域の三郡変成岩の研究をむつかしくしているようである。

　本論文では，江津市北東に露出する三郡変成岩の構成メンバーであるmetabas1te中にみ

いだされるrOdmgiteについてのべる。

　　　　　　　　　　　　　　　I浬津市北東部の地質

　江津市北東部の地質は，第1図に示されている。

　本地域の三郡変成岩は，江川の両岸に，南北ほぼ8km，東西ほぼ9kmの広さをもって露

出する。三郡変成岩の北端は，波積本郷およぴ中都治において，断層で新第三紀層に接する。

南東部では，三郡変成岩は断層で中生代火砕岩類と接し，南西部では，同じ時代の火砕岩に

より不整合におおわれる、また北西部では，都野津層におおわれる。

　本地域の三郡変成岩は，数カ所でquartz　d1orlteや9胞nodior並eの小岩体によって貫かれ

る。これらの深成岩類と三郡変成岩の間には，限られた範囲で接触変成岩が作られる。

　1）　中生層、本地域1ζ分布する中生層は，三郡変成岩と，南東部では，高丸山，長良，芦
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山谷を緒ぷ方向に走る断層によって接し，西南部では三郡変成岩を不整合におおう。中生層

は，灰青緑色ないし暗青緑色の流紋岩質および安山岩質の大砕流堆積物と角礫凝灰岩からな

り，このなかには溶結構造が認められる。

　2）新第三紀層。波積本郷，中都治において，三郡変成岩と断層によって接する新第三紀

層は，下部から黒松安山岩質火砕岩，井田頁岩，岩滝寺谷頁岩，波積砂岩頁岩互層，都治安

山岩質火砕岩，空口安山岩溶岩の諾層からなる（岩田，1977）。

　3）都野津層。本地域の北西部で三郡変成岩を不整合におおう都野津層は，礫層，砂層，

粘土層およぴ礫⑧粘土の互層からなる。礫種は，片岩，metabas1te，石英安山岩などである。

　4）　深成岩類。本地域の深成岩類は，quartz　d1or1teとgranod1or1teとである。

　quartZ　dioriteは，新鮮なものは，灰青緑色ないし青緑色で，風化すると橦色を呈する。

本岩は，完晶質④等粒⑧粗粒の岩石で，構成鉱物はP1ag1oc1ase，quartz，黄緑色homb1ende，

b1ot1te　c11nopyroxene（ノ』、量）で，ときにtouma11neが含まれる。P1ag1oc1aseは累帯構造

をしており，そのコァのAn％は45ないし60であり，リムのAn％は25位である。これら

の鉱物の外に，sericite，ch1oriteおよぴepidoteなどの二次鉱物が含まれる。

　granod1or1teの構成鉱物は，P1ag1oc1ase（o11goc1ase），Kイe1dspar，quartz，hornblendeお

よびb1ot1teであり，副次鉱物はz1rconである。P1ag1oc1aseは累帯構造をもち，K－fe1dspar

はPerth1teである。K－fe1dsparとquartzのあいだにm1crograph1c　textureが形成される

ことがある。

　深成岩類の接触部は明瞭で，混成岩を作ることなく，その周縁に接触変成岩を形成するが，

その範囲はせまい。

　5）三郡変成岩類。本地域の三郡変成岩類は，三つに区分される。一つは，上上津井より

南に発達し，江川浴岸と田ノ原川，平床川の流域に典型的に分布するもので，9reen　schist

を主体とし，何層かの比較的薄いb1ack　sch1stを挾む岩体である。岡村らは，これを西部地

区の片岩とよんだ（岡村　1972b）。第二のものは，本地域の北東部に，中都治，波積本郷

の新第三紀層の分布地域の南から上上津井付近まで発達する片岩で，b1ack　sch1stが主

体となり，数多くのgreen　sch1stを挾む片岩である。岡村らは，これを東部地区の片岩

とよんだ（岡村　1972b）。第三は，上述の片岩類の分布地域のあいだに発達する多様な

metabas1teからなる岩体である。

　地質図に示されたb1acksch1stと9reensch1stの分布面積からも判断できるように，本

地域の北東部に分布する地質系統と南西部に分布する地質系統とのあいだには，原岩の層序，

岩相的特徴にはっきりとした差異がある。前者（岡村らの東部地区）では，serpent1neが遼

入し，粘板岩が圧倒的に優勢であり，緑色岩類は副次的である。一方後者（岡村らの西部地

区）では，serpent1neはみいだされず，緑色岩類が優勢で，粘板岩は副次的である。この差

異は，両者が層序的に異なる水準の地質系統を代表している事実を反映していると考えるこ

とができよう。

　筆者は，本地域の北東部（岡村らの東部地区）に分布する地質系統を波積南層とよぴ，本

地域の南西部（岡村らの西部地区）に分布する地質系統を田ノ原川層とよぷことにする。

　波積南層にも田ノ原川層にも珪岩と石灰岩はみいだされない。
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　波積南層の片岩と田ノ原川層の片岩のあいだの差違は，層序的ならぴに岩相上だけではな

い。田ノ原川層のgreen　sch1stでは片理の発達が弱いのに対して波積南層のgreen　sch1st

では，片理と線構造の発達が著しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　u　片　　岩　　類

　a）　田ノ原川層のgreen　sch1st。上上津井より南，江川の浴岸，田ノ原川，平床川の流域

に発達する田ノ原層のgreen　schistは，淡黄緑色である。粒度はさまざまであるが，粗粒

なものでは，緑色の8mm×2mmのレンズ状の斑が，その長軸を片理に対してほぼ平行に

発達する。これは，actmo11teの単晶又はその集合物である。actmo11te結晶の斑状変晶と斑

状変晶のあいだの基質は，黄緑色c1moz01s並e，a1b1teおよぴchlonteからなる。この鉱物組

み合わせは，田ノ原川層全体をつうじてほぼ一定している。C11noZo1Steは複屈折の大きなコ

アと複屈折が低く異常千渉色を示すリムからなる累帯構造を作る（図版，1）。

　田ノ原層の緑色片岩の鉱物組み合わせは，9reen　sch1st　fac1esにしはしぱみられる組み合

わせである。

　田ノ原川層のb1ack　sch1stはつきの鉱物組み合わせてもっている。

　　　　　　　ch1or1te＋ser1c1te＋a1b1te＋9raph1te＋quartz＋（c11noz01s1te）

　この地域のb1ack　sch1stには，9reen　sch1stとどうよう，片理は発達していない。

　b）波積南層の片岩。波積南層のgreen　sch1stは，濃青緑色を呈する。これはb1ue　sch1st

とよぷべきものである。それは，soda　amph1bo1e（岡村らのいう91aucophane）が含まれ

ていることによって，濃青緑色を呈するのである。波積南層のb1ack　sch1stには，片理がよ

く発達し，微摺曲していることが多く，9reen　schエstも片理と線構造の発達が著しい。

　波積南層のb1ue　sch1stに含まれるsoda　amph1bo1eの光学的方位は，第2図に示したと

おりである。

　　　　　　　b＝z，　c∠y≒7o　alx≒16◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yヂ
であって，多色性は

　　　　　　　X＝・「een1sh　　　　　　蟻事飾
　　　　　　　Y＝indigo

　　　　　　　Z：＝：Purp1e

である。

　これらの事実から，このsoda　amph1bo1eは
CroSS1teであると判断する。

　波積南層のb1ue　sch1stの鉱物組み合わせは，つ

ぎのとおりである。

　　crossite＋ep1dote＋ch1or1te＋ser1c1te＋a1b1te

　　　　　　　＋quartz＋apatite＋opaque皿ユ1nera1

　　　■1｛州I－ll

　　　l　I　l　■苧
　　一、、＿　＿二
　　‘・1．‘’　　　　　　　　　　　b＝Z

，7　　　　。。l　l　　　　　　　■
　　　　1　いl
　　　　　l　　l
　　　　　　一

第2図　sodaamph1bo1eの光学的方

　　　位。b＝z，O．AR⊥（O1O），

　　　C∠Y＝7◎で，cross1teであ

　　　る。
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　ep1doteは，複屈折の大きなP1stas1te成分に富むものである。

　波積南層のb1ack　sch1stの鉱物組み合わせは，田ノ原川層のb1ack　sch1stのものと同じで

あって，特別の変成鉱物はみいだされない（図版，2）。

　以上のべたように，波積南層のb1ue　sch1stにはcross1teが含まれるが，soda　amph1bo1e

との共生が重要な意味をもつ1awson1te　pumpe1y1te，］ade1teなど高圧タイプの鉱物はみい

だされない。また炭酸塩鉱物は，aragon1teではなくca1c1teである。

　c）　田ノ原川層のgreen　sch1stと波積南層のb1ue　sch1stの関係。波積南層の片岩のなか

で，上上津井から北の部分にでるb1ack　sch1stには，cross1teが含まれているが，上上津井

付近から南のgreensch1stには，soda　amph1bo1eは含まれない。この境界は比較的明確で

ある。

　田ノ原川層のgreen　sch1stと波積南層のb1ue　sch1stとのちがいは，原岩の組成の差違を

あらわすのではなく，変成条件のちがいを反映したものであろう。

　田ノ原川層のgreen　sch1stの生成条件は9reen　sch1stfac1esであり，波積南層のcross並e

とep1doteを含むが1awson1te，Pu1mpe11y1te，〕ade1teなどを欠くb1ue　sch1tの生成条件は，

b1uesch1stfac1esの低圧部に属することを意味している（BR0wN，197企Wo0D，1979）。

　この両者の転移にさいしては，BR0wNとWo0Dが指摘しているように，つぎの反応式

で説明できる。

　　　　　　　　a1b1te＋act1no11te＋1ron　ore＋H20章cross1te＋ep1d－ote

　　　　　　　　　　　　　　　　　III　　：Mletabas並e

　本地域のmetabas1teは黒色ないし暗灰色を呈し，田ノ原川層のgreen　schistとも，波積

南層のb1ue　sch1stとも容易に識別できる。metabas1teが黒色ないし暗灰色をしているのは，

これに含まれるamph1bo1eが濃緑色のcommon　homb1endeであるためである。

　本地域のmetabas1teは，江川の沿岸およぴ都治川沿いによく露出する（第1図）。この岩

石は多様な岩石から構成される。この岩体の北部の都治付近に露出するものは，原岩の

gabbroやd1abaseの構造を残している。しかし，岩体の南部では，全体にきわめて綴密で，

原岩の残存構造は認められない。これらのなかで，特筆すべき岩石は，市村の西方江川北岸

に連続露頭をつくる1metabas1teで，これはときに片理が良く発達し，amph1bo11teとよぷ

のにふさわしい岩石である（第3図）。このalmph1bo11teに挾まれて，綴密，細粒，優黒色の

特徴ある岩相を呈する岩石がある。この岩石のなかに，褐色の鉱物集含を含む球状の岩石や，

片理面に平行に発達する褐色ないし黄色をした脈又はレンズが含まれる（第4図，第5図）。

　市村西方の江川北岸に露出するamph1bo11teは，優黒色，灰緑色，灰色，黄褐色などさま

ざまな色調の層からなる（第3図）。色読のちがいは，それぞれの層の鉱物組みあわせのち

がい幸反映している。これらの卒かのもっとも代表的な層の鉱物組み合わせは，

　　　homb1ende＋plag1oc1ase＋ep1d．ote＋c1mopyroxene＋（m1ca）十〇paque　mmera1

である。
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第3図amphibolite

　homb1endeは，一般には，中粒，長柱状結晶が片理に平行に配列しているが，ときに緑

色のhomb1endeの大晶がみとめられる。hornbユendeは，コァの緑色ないし褐黄色の多色

性をしめすamph1bo1eとリムの無色amph1bo1eから組みたてられたものが多い（図版，C）。

ときに，二種類のamph1bo1eが，マタラ状に組みあったものもある。また，ep1doteの多い

部分に，c1mopyroxeneが細粒結晶の集合となってあらわれる。このep1doteのリムの部分

に9ametが含まれることもある。ep1dote＋9ametの集合は，後述する1mes111cate　rock

を特徴づけるものである。

　p1ag1oc1aseのAn％は層によって変化する。andesmeからa1b1teまでの巾をもってい

る。いずれもその出方には共通性がある。P1agioc1aseは楕円形をして，そのなかに多量の

opaqueエn1nera1を包みこんでいる。

　黄褐色の層は，brown　biotiteを含むことで特徴づけられる。この層の鉱物組み合わせは

つぎのとおりである。

　　　　brown　b1ot1te＋green　homb1ende＋p1ag1oc1ase＋quartz＋opaque　m1nera1

　江川北岸のamph1bo11teの連続露頭の東端には　9ranod1or1te　が貫入している。この

grand1or1teは多数のxeno11thを含み，接触部から30皿位のところまで接触変成作用を与

えている。ここでは，amphibo1iteの片理が消滅し，粗粒・等粒の岩石になっている。この

hornfe1sの鉱物組み合わせはつきのとおりである。

　　　　　　green1sh　brown　homb1ende＋c11nopyroxene＋p1ag1oc1ase

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋Kイe1d．spar（perth1te）十（b1ot1te）

　homb1endeとc11nopyroxeneはほぼ等量含まれている。P1ag1oc1aseは累帯構造をしてい

て，コアのAn％は45位，リムのAn％は25位である。

　grand1or1teの接触部ではc11nopyroxeneが増加するが，これはamph1bo11teのass1m11a－

tiOnによるものであろう。

　江川北岸の露頭のamph1bo11teの東端には9ranod1or1teが貫入し，このamph1bo11teは
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metabas1teのなかで独特の岩相をもっている。その原因は，このソーンが，metabas1teのな

かではげしい偏差運動をした部分であると考える根拠を与える。9ranod1or1teのmetabas1te

への影響は，あまり広い範囲には及んでいないと考えてよいであろう。本地域の酸性深成岩

類は，小岩体となっていくつか見出だされるが，いずれもその熱変成域は，接触部から20m

ないし30mの範囲である。このことから，この地点のamph1bo11teは，熱変成作用の産物

ではないと筆者は考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　IV　RODINGITE

　市村西谷江川北岸の連続露頭のamph1bo11teのなかに硬い，優黒質，級密，無方向性で片

理の全くない岩石が出る（第4図，第5図）。その鉱物組み合わせは

　　　　　〃　　　　　　　　　　　［聰・慶嚢萎嚢1B匿ヨ・

　　　　　“二：’夕
　　　　一勿　　　　　　　　　　　　　100m　　　　　　　‘　＊

鐵‘　　　　　　　　㌧ピ
第4図　市村西方のamph1bo11teおよぴrodmg1teの露頭。A，9ranod1or1te　B，homfe1s　C，rod1ng1te
　　　D，amphibolite　E，片理の走向，傾斜。

第5図 rOd1ng1te優黒質・綴密・細粒のrOdmg1teと，それに包まれてでる球状
rodmg1te球状rodmg1teの構造は，第6図に示す。
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　　hornb1ende＋c11nopyroxene＋ca1c1cp1ag11ass（bytown1te）十（ep1d－ote）十（9arnet）

である（図版，4）。

　この岩石中のhomb1endeは，b1ue　green　amph1bo1eとco1our1ess　a血ph1bo1eが不規則に

まさりあっている。このcolour1ess　a血ph1bo1eの縁辺部には，粒状c1mopyroxeneが集ま

ることがある。このc1mopyroxeneの出方は，上述のamph1bo11te中のc1mopyroxeneの

出方とはことなる。P1ag1oclaseは，モザイク状の集合として集中してあらわれる。amph－

1bo11teにみられる楕円状で多数のopaque　m1nera1を含むものは発見されない。

　この綴密で優黒質の1mes111cate　rockのなかに褐色の鉱物集合が多数含まれる。この褐色

鉱物集合は，球場をする．こともあり，片理に平行な脈あるいはレンズとなってあらわれるこ

とがある。

　褐色鉱物集合が球状になって出るもの（第・6図，D，第5図）では，褐色鉱物集合が中心

にあり，これを優白質の細脈が縦横に貫いている。褐色鉱物と優白質細脈からなる中心をと

りまいて，優黒質部との問には，緑青色を呈する帯があり（第6図，B）。緑青色を呈する部

分の鉱物組み合わせは

　　　　　　ca1c1c　p1ag1oc1ase（bytwon1te）十c11nopyroxene

　　　　　　　　　　　　　　＋b1ue　green　am二ph1bo1e＋（ep1dote）十（garnet）

から卒り，モザイク組織である（図版，5）。

／　、

■一、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

第6一図一rodmglte標本のスケヅチ。A，優黒質⑧綴密⑧細粒のrod1ng1te　B，c1mop皿oxene
　　　＋ca1c1c　p1ag1oc1ase＋（hyd－rogross阯ar1te）　　　　C，ca1c1c　p1ag1oc1ase＋c1mopyroxene

　　　＋（ep1d．ote）十（hydrogrossu1ar1te）　　D，hyd．rogrossu1ar1te＋ep1dote＋（cl1nopyroxene）

　　　（第5図の球状部から採集）。
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　褐色鉱物集合を縦横に切る優白細脈（第6図，C）の鉱物組み合わせは

　　　　　　ca1c1c　p1agoc1ase（bytown1te）十c11nopyroxene

　　　　　　　　　　　＋（b1ue　green　amph1bo1e）十（ep1dote）十brown　gamet

である（図版，6）。

　褐色鉱物集合の（第6図，D）中心にはepidoteがあり，集合の縁辺部には，ひじょうに

細かいごみのような鉱物が集まっている。まれに比較的粗粒の結晶もあるが，これは，

1sotrop1c鉱物とc11noz01s1teの集りである。この部分を粉末X線解折でしらべると，9amet

のパターンが検出され，a＝12．00Aである。

　このデータは，このgarnetは，9rossu1ar1teないしhydrogrossu1ar1teであることを示し

ている（図版，6）。

　褐色の脈状，レンズ状部の鉱物組みあわせも球状部のものとほぼ同じである。

　褐色球扶の岩石と脈およびレンズおよびこ九らをとりまく優黒質，綴密な岩石を構成する

鉱物は，ca1c1c　p1ag1oc1ase，c11noz01s1te，c1mopyroxene　grossu1ar1teないしhyd．rogrossu1ar並e

などであって，すべて1mes111cate鉱物である。

　ここに記述した諸岩石はいずれも1mes111cate　rockとよぱれるべき岩石で，amph1bo肚e

とは鉱物組み合わせにおいても，その組織においてもきわだった差異を示している。

　u1trabas1c　rockやbas1c　rockと密接な関係をもってあらわれるrodmg1teといわれる

1mes111cate鉱物に富む岩石が世界各地から報告されている。rod1ng1teという岩石名は，

1911年，MARsHALLによってNewZea1andのDunMomta1n　Mass1yにおいて，Rod1ng
川上流で発見された岩石に始めて用いられた。それは，serpent1neを貫く9rossu1ar1teを

多量に含みCaに富んだ粗粒な9abbroに似た岩石に対して用いられた。Dun　Mounta1n

Mass1▽においては，rod1ng1teはserpentmeを脈とか岩脈の形態で貫いている。

　わが国のrod1ng1teについては，鈴木によって記載されている（鈴木，1939．1952．1953）。

鈴木は，北海遣の神屠古潭帯に露出するserpent1neにみられるrodmg1teについて，おおよ

そつぎのようにのべている。

rodmg1te中のgro11汕ar1teとd1op11deは，細粒ないし中粒で（01m皿～1㎜），

rodmg1teの中心部では9rossu1ar1teが時には80％に達する。9rossular1teは光学的異常を示

し，累帯構造をもっている。9rossu1ar1teの集合物がc11noz01s1teの破れ目を充婁すること

もあり，このgrossu1ar1te集合は，ca1c1te脈で切られることもある。淡黄色のrod1ng1te脈

のマーソンには，ch1or1teとact㎝o11teがみられる。このぽか小量のz01s1te　c1moz01s1teが

含まれる。またrod1ng1teには，vesuv1an1teやPreh．n1teが含まれる。

　LAUDER（1965）は，rod1ng1teを定義し直し，u1trabas1c　rock中にみいだされる優白質

の脈と岩脈で，異常に多量のgrossu1ante　d1ops1de　prehmte，yesu∀1amteその他の鉱物を

含むものと規定した。

　またO’BRIENとH0GERs（1973）は，bas1c　rockないしu1trabas1c　rockを原岩とし，

交代変成作用のけっか9amet，Prehn1teなどの鉱物を含むようになった岩石をrodmg1teと

よんだ。
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　ApPa1ach1an　Mpuntamのrod1ng1teについては，片状serpent1neと片岩，片麻岩との接

触部に発達し，細粒から粗粒まで粒度はまちまちで，d1ops1de　c11nozo1s1te　z01s1te，9rossu－

1ante，vesuv1an1te　prehn1te　ch1or1te，ca1c1te，magnet1teなどを含んでいる，と記載されて

いる　（CHIDEsTER，1968）。

　C0LEMAN（1977）は，rod1ng1teについて，つきのようにのべている。

　serpentmeにともなう多様な交代変成岩が顕生代の造山帯には広く発達している。この交

代変成作用は，u1trabas1c　rockのserpent1n1zat1onの過程とu1trabas1c　rock避入の造構史

に関係がある。このぱあい，9raywacke，9abbro，basa1t　gran1te　dac1teおよぴsha1eが交

代変成作用にまきこまれる。このような交代変成起源のbas1c　rockは，rodmg1te　gamet1z－

ed　gabbro，9ranatvesu▽fe1s，skam，oph1osphenteとよぱれてきたが，これらの交代変成岩

にはrodユng1teという術語がづかわれるようになった。

　rod1ng1teがsheared　serpent1neやserpent1ne血61angeに広く出ることは，Ca交代変成

作用がserpent1n1zat1onの副産物であることを示している。

　最近，南アフリカのBarberton山地の始生代u1trabas1c　Mass1v（Sto1zburg　bod－y）から

rod1ng1teが報告された（ANHAEUssER，1979）。ANHAEUssERによれぱ，このrodmg1teは

きわめて細粒で，硬く，綴密，塊状の岩石で，その鉱物の同定は，X線粉末パターンに頼

らさるをえない。Barbertonのrod1ng1teは厚さ5皿から細脈にいたるまでさまさまな規

模のものがあり，常緑白色，赤，淡紅色，緑灰色，黄緑色，クリーム色など多様な色調のも

のがある。これらのrOd1ng1teには，例外なしに9ametが含まれ，9ametはときに径1mm

に達する粒度をもつが，ふつうは　0．5mlm　以下の細粒結晶である。hydrogamet　は

vesuv1amte　と密接な関係をもってあらわれ，累帯構造をもっている。d1ops1deも多く，

tremo11te　ch1or1teと混りあっている。z01s1teep1doteも重要な要素である。

　典型的なrod1ng1teの鉱物組成は，d1ops1d－e（25％），∀esuv1an1te（25％），hydrogrossu1ar1te

（45％）である。このぽかに，Prehn1te，P1ag1oc1ase，magnet1te　spheneを含む。P1ag1oc1ase

のAn％は，0～25である。magnet1teはこみのような小晶の集合となってでる。

　スイスアノレプスのPem1neAdu1a－Cma　Langa　NapPeで，変成したu1trabas1crockと密

接な関係をもっている　9amet－c1mopyroxene－homb1ende－ep1dote－rockが報告されている

（EvANs，1979）。Evansはこの岩石をrod－1ng1teとして取り扱っている。

　MARsHALL鈴木，LAUDER　O’BRIENとR0GERs　C0LEMAN，ANHAEUssERおよぴEvANs

らのrodmg1teの記載と，本地域の1mes111cate　rockの性質を比較して，両者がきわめて似

た鉱物組み含わせをもっていることがわかる。

　筆者は，市村西方江川北岸のa㎜ph1bo11te中に産する1mes111cate　r㏄kは，rodmg1teと

呼んでさしつかえないと考えている。

　江川北岸に露出するrod1ng1teは，片理の発達したamph1bo11teのなかに見出される。こ

のa血ph1bo11teの原岩が何であったかは，原岩の構造が残っていないため，判断できない。

しかし，この地域にあらわれるmetabas1te岩体の北部からは，9abbro，d1abaseの残存組織

がみいだされていることから，江川北岸のamph1bo11teの原岩も，これらの岩石と密接な関

係をもったbas1c　rockであったと考えられる。また，metabas1teはいわゆるophio1並e　su1t
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に属する岩石と見てさしつかえないであろう。

　さきに述べたように，各地から報告されているrodmg1teは，汕trabas1c　rockと密接な関

係をもっており，その避入，変質と関連したCa交代変成作用により形成されたという解釈

が支配的である。しかし，江川北岸のrodmg1teの近くには，今のところserpent1neなど

u1trabas1c　rockの存在は確認されていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　論

　rodmg1teの成因については，これまで多くの研究者によっていろいろな考えが提起され

てきた。それらを要約するとつぎのようになる。

　1　rod1ng1teの鉱物組み合わせと全岩組成がskarnに酷似していることから汕trabas1c

rockの避入のさいの既存の石灰岩の捕かく並ぴにその交代変成作用によって形成されたと

いう考え。

　2　9abbro内部の変化の結果，Caが富化され，rad1ng1teが形成されるという考え。こ

のばあいには，外からのCaの添加を必要としない。

　3．交代変成作の考えは二つにわかれる。

　　a）u1trabas1c　magmaの冷却団結の進行中，とくにその最終段階で，so1ut1onにCaが

富化され，これが交代変成作用の主役を演ずるという考え，このばあい，Caの源はmag－

mat1Cなものとみなされる。

　　b）uユtrabas1crock（wehr11te）がserpent1n1zat1onを受けたとき，wehr11teに含まれて

いたd．10ps1deはserpentm1zat1onを受け，P1ag1oc1aseはsaussur1t1zat1onをおこし，その

ぱあいに解放されたCaとA1が，Post1血agmat1c　hydrotherma1a1terat1onのなかで，hyd．ro－

grOSSuユar1teを作るという考え。

　以上のべたように，rOdmg1teの成因に関しては，様々な説が提唱されてきたが，rOdmg1－

teの多くが，u1trabas1crockと密接な関係をもって出現することは周知の事実である。

　市村西方江川浴岸のrodmg1teの露頭付近には，serpent1neはみいだされない。rodmg1te

の周辺は9abbro又はd1abaseを原岩とすると考えられるamph1bo11teである。したがって，

rod1ng1teの形成にとって不可欠なCaに富んだ溶液の供給が，多くの例にみられるように，

近接するu1trabas1c　rockのserpent1n1zat1onの緒果であると考えることは困難であるかの

ようにみえる。9abbro又はd1abaseがamph1bo11te化しても，これはほとんど1sochem1ca1

な変化であって，Caの供給源にはなりえない。

　しかし，市村西方のmetabas1teは全体的に片理の発達したamph1bo11teである。metaba－

S1teが全般的に無片理であるのに，この露出地点では，片理が発達していることは，この地

帯は変動帯に属していることを物語っているのではないか。また，rodmg1teがCaとA1の

添加によって形成されることが，否定出来ない事実であるとするならば，このCaと刈の

源泉は，多くの例が示すように，u1枕abas1c　rockのserpentin1zat1onにあると考えるべきで

あろう。市村西方江川沿岸の露頭には，現在までserpent1neは発見されていないが，meta－

bas1teの形をとるoph1o11teのより深い部分にあったu1trabas1crockのserpent1mzat1onを
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想定することは，不合理とはいえない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　わ　り　に

　筆者が，本地域の岩石の調査を始めたのは，佐保治由およぴ嶋山育夫の両君が，島根大学

文理学部理学科地学専攻学生として卒業論文のための地質調査を開始した時であった。本論

文を執筆するに当り，’両君の卒業論文を少なからず参考にさせていただいた。ここに記して

感謝の意を表したい。また1977年11月，当地域の巡検が行なわれたとき，現地で種々討論に

参加され，多くの教示を頂いた地学団体研究会山陰支部の会員に感謝する。
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図　版　説　明

1　田ノ原川層のgreen　sch1st

2　波積南層のb1uesch1st

3amph1bo1lte　homb1endeのコァは濃青緑色で，リムは淡青緑色ないし無色である。

4　rodmg1te優黒質，綴密を部分（第6図のA）
5　rod1ng1te緑青色を呈する部分（第6図のB）

6rod1ng1te細粒hyrogrossu1aI1teの集合（第6図のD）およぴ優白質脈（第6図のC）

　　以上いずれも下方ポーラーだげ。倍率：×80。




